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○天内慎也委員長 ただいまから、民生環境常任委員会を開会いたします。 

まず、本日は、改選後初めての委員会でありますので、案件に入る前に、

委員の自己紹介及び次長級以上の理事者の紹介をしていただきたいと思いま

す。 

 

～～中略～～ 

 

○天内慎也委員長 どうもありがとうございました。 

 以上で紹介を終わります。 

 それでは、本日の案件に入ります。 

初めに、今期定例会において本委員会に付託されました議案２件について、

ただいまから審査いたします。 

最初に、議案第 164 号「青森市病院料金及び手数料条例の一部を改正する

条例の制定について」を議題といたします。 

本案に対する説明を当局から求めます。市民病院事務局長。 

○木村文人市民病院事務局長 本定例会に提出いたしました議案第 164 号

「青森市病院料金及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について」御

説明いたします。 

資料の１ページをごらんください。 

１の改正理由でありますが、市民病院では、患者さんの療養環境の選択機

会を広げるため、43 室の特室を設置しておりますが、平成 13 年度以降、設

備の追加・更新を行っておりませんでした。 

そのため、現在、患者さんの療養環境の向上を図る取り組みとして、イン

ターネット環境の整備や空気清浄機等の設置など、特室改修工事と設備の追

加・更新を行っているところであります。 

この改修に伴い、特室料金を改定することとし、青森市病院料金及び手数

料条例の改正を行うものであります。 

２の改正の内容でありますが、青森市病院料金及び手数料条例の別表で定

めております選定療養費のうち、市民病院の特室差額室料の改定について、

特室（Ａ）―１は税込み額で１万 2960 円を１万 5552 円に、（Ａ）―２は１万

800 円を１万 2960 円に、（Ｂ）―１の 5400 円につきましては、今回の改正に

おいてシャワーの有無を考慮し改定することとしましたことから、（Ｂ）―１

を再区分し、シャワーがあります（Ｂ）―１―１は 6480 円に、シャワーのな

い（Ｂ）―１―２は 6210 円に、（Ｂ）―２は 4320 円から 4968 円にそれぞれ

改定するもので、20％と 15％の改定率としております。なお、（Ａ）―１の

改定後の税抜き 1 万 4400 円は青森県立中央病院の最も高い特別室と同額とし

たところであります。 
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２ページをごらんください。 

 ３の特室に追加・更新される設備等につきましては、既存設備も含め、資

料のとおりとなっております。 

４の施行期日でありますが、平成 31 年４月１日から新料金が適用されるこ

ととなります。 

５の今後のスケジュールについてでありますが、改修工事については、来

年２月には全室終了する予定となっておりますが、料金については、今年度

中は現行の料金のまま据え置き、本条例案の御議決をいただいた後に、院内

掲示やホームページにおいて料金改定の周知を行っていくこととしておりま

す。 

なお、参考といたしまして、資料３枚目に（Ａ）―１のタイプの設備概要

写真を、資料４枚目に新旧対照表を添付させていただいております。 

説明は以上でありますが、慎重御審議の上、御議決を賜りますようお願い

申し上げます。 

以上でございます。 

○天内慎也委員長 これより質疑を行います。 

御質疑ありませんか。万徳委員。 

○万徳なお子委員 以前に写真を見せていただきまして、インターネット環

境については、これは差し込み口のように見えますが、使い放題の回線なん

でしょうか。例えばフレッツ光とか何か、素人なんですけれども、教えてい

ただきたいです。 

○天内慎也委員長 市民病院事務局長。 

○木村文人市民病院事務局長 インターネット回線なんですけれども、基本

的に病院ということもありまして、無線ではなくて、いろいろな医療器材も

扱う関係もありまして、有線とさせていただいております。回線についても、

使い放題の光回線となっております。 

○天内慎也委員長 万徳委員。 

○万徳なお子委員 ブルーレイ・ＤＶＤプレーヤーのところは、ソフトは患

者さんの持ち込みということなんですよね。 

○天内慎也委員長 市民病院事務局長。 

○木村文人市民病院事務局長 機材の貸し出しは行っていますけれども、ソ

フト――自分で見るものについては患者さんの持ち込みということになりま

す。 

○天内慎也委員長 万徳委員。 

○万徳なお子委員 以前の御説明のときに、現在の利用率、Ａタイプでは約

24％とお聞きしました。これは、改修後、増収を見込んでいるということな

んでしょうか。 
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○天内慎也委員長 市民病院事務局長。 

○木村文人市民病院事務局長 確かに、委員おっしゃるとおり、Ａ室につい

ては、利用率が 24％程度であります。Ｂ室については、Ｂ―１については約

７割、Ｂ―２については約９割という利用率になっております。 

 それで、過去３年間の平均の利用率を算出いたしまして、一般質問でもお

答えしたとおり、年間の増収額を約 1000 万円ということで見込んでおります。 

○天内慎也委員長 万徳委員。 

○万徳なお子委員 インターネットの設備をつけたり、ブルーレイ・ＤＶＤ

プレーヤーなど設備のバージョンアップをすることで、値段が上がって、約

24％の利用率がむしろ下がるという懸念はないんでしょうか。 

○天内慎也委員長 市民病院事務局長。 

○木村文人市民病院事務局長 入院される患者さんのほうからも、先ほど申

し上げましたインターネットであったりとか、そういったものを設置してほ

しいという御希望もありまして、病院としては、そういう患者さんの御希望

もありますので、利用率が上がるのではないかと考えております。 

○天内慎也委員長 万徳委員。 

○万徳なお子委員 今、改修によって値段を上げて増収を見込んでいるのは、

希望が寄せられているのでということでしたが、24％の利用率――今でも低

い状態で、金額が上がっても利用率が上がるという客観的な根拠が示されて

いるとは言えないと私は思いますので、日本共産党会派はこの案には反対い

たします。 

○天内慎也委員長 ほかに発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○天内慎也委員長 なければ、質疑はこれにて終了いたします。 

 これより採決いたします。 

本案については反対意見がありましたので、起立により採決いたします。 

議案第 164 号については、原案のとおり可決すべきものと決することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

  〔賛成者起立〕 

○天内慎也委員長 起立多数であります。 

 よって、議案第 164 号は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第 172 号「公の施設の指定管理者の指定について（青森市一般

廃棄物最終処分場）」を議題といたします。 

 本案に対する説明を当局から求めます。環境部長。 

○八戸認環境部長 議案第 172 号「公の施設の指定管理者の指定について」

御説明いたします。 

お手元の資料「指定管理者選定評価委員会審査結果」をごらんください。 
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 対象となります施設は、「１ 対象施設」のとおり青森市一般廃棄物最終処

分場であります。 

 「２ 選定方法」につきましては、（１）選定基準及び配点のとおり、「１ 

管理運営全般について」、「２ 管理について」、「３ 運営について」、「４ 

応募団体について」、「５ 効率性について」の５項目で評価いたしました。 

 「１ 管理運営全般」につきましては、管理運営方針や同種の施設管理業

務の実績など３項目とし、配点を 25 点としております。 

 「２ 管理」につきましては、地元雇用への配慮、職員等の配置計画など

９項目とし、配点を 80 点としております。 

 ２ページをごらんいただきたいと思います。 

 「３ 運営」につきましては、市民の平等な利用を確保するための方針、

利用者等の要望等の把握と反映方法など３項目とし、配点を 15 点としており

ます。 

 「４ 応募団体」につきましては、本店の所在地の１項目とし、配点は５

点としております。 

 「５ 効率性」につきましては、収支計画の１項目とし、配点を 30 点とし

たところであります。 

これら５項目の合計点を 155 点としております。 

 （２）個別項目採点基準をごらんください。 

 「１－ｃ 財務の健全性」、「４ 応募団体について」、「５ 効率性につい

て」を除く項目につきましては、配点が 10 点の項目について、「大変よい」

を 10 点、「普通」を５点、「全く不十分」を０点とし、配点が５点の項目につ

いては、「大変よい」を５点、「普通」を３点、「全く不十分」を０点としてお

ります。 

 「１－ｃ 財務の健全性」につきましては、①当期利益及び②利益剰余金

のいずれも表に記載のとおり、「３年ともマイナス」の場合は０点、「２年間

マイナス」の場合は１点、「１年間マイナス」の場合は３点、「３年ともプラ

ス」の場合は５点としております。 

 次に、３ページをごらんください。 

 「５ 効率性」につきましては、配点の２分の１を基本 15 点といたしまし

て、応募者の提案額が指定管理料基準額を１％縮減するごとに 0.75 点を基本

点に加点いたします。加点後の点数に、効率性を除いた管理運営の点数の割

合を掛けて点数としております。 

 また、候補者の水準を確保するため、最低得点を各項目の「普通」と評価

される場合の合計点であります 82 点に設定し、これに満たない場合は失格と

することとしております。 

 「４ 応募団体について」及び「５ 効率性について」の２つを除く獲得
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点数の合計が、個別項目採点基準において「普通」とした点数及び「１－ｃ 

財務の健全性」における配点の 50％に当たる点数の合計点であります 67 点

に満たない場合も失格とすることとしております。 

 （３）選定評価委員会委員につきましては、企画部理事を委員長とし、各

部局の理事または次長、学識経験者及び税理士で構成しております。 

 ４ページをごらんいただきたいと思います。 

 （４）選定評価委員会開催日でありますが、平成 30 年 10 月 19 日でありま

す。 

 応募者につきましては、「３ 応募団体名」のとおり西田・志田共同企業体

の１団体となっております。 

 「４ 審査結果」につきましては、点数が 112.45 点となったところであり

ます。 

 ５ページをごらんください 

「７ 選定理由」のとおり、応募資格を満たしていること、選定基準４の

応募団体についてを除いた点数が 107.45 点となり、最低得点であります 82

点以上を獲得していること、応募団体について及び効率性についてを除いた

場合の各個別項目を「普通」とした点数及び「１－ｃ 財務の健全性」の配

点の 50％の点数の合計が 67 点以上の 85.51 点となりましたことから、「５ 

指定管理者候補者」及び「６ 指定期間」のとおり、平成 31 年度から５年間

の青森市一般廃棄物最終処分場の指定管理者候補者を西田・志田共同企業体

としたところであります。 

 以上、議案第 172 号について御説明いたしましたが、慎重御審議の上、何

とぞ御議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

○天内慎也委員長 これより質疑を行います。 

御質疑ありませんか。中村委員。 

○中村節雄委員 ４ページの審査結果のところで、管理運営全般についての

財務の健全性のところの配点が 10 点で、申請者の点数が９点ということなん

ですけれども、さっきの２ページの財務の健全性の採点基準の配点 10 点の場

合で、これはどういう組み合わせになれば９点になるんですか。 

○天内慎也委員長 環境部長。 

○八戸認環境部長 担当のほうから説明させます。 

○天内慎也委員長 若佐谷環境部参事。 

○若佐谷昭人環境部参事 直近３カ年において当期利益及び利益剰余金を確

保しているかを評価する項目でありますけれども、内容は、当期利益につい

ては、２社のうち１社が３年間のうち１年間だけマイナスとなっていたとこ

ろでありまして、また、利益剰余金については、それぞれマイナスはなかっ
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たということで、そのような点数になっております。 

○天内慎也委員長 中村委員。 

○中村節雄委員 今のでいけば、結局２社の共同企業体の評価だからという、

１社単位でないから、そういうふうな形で９点になるということですね。 

  〔若佐谷昭人環境部参事「そういうことです」と呼ぶ〕 

○天内慎也委員長 ほかに発言はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○天内慎也委員長 なければ、質疑はこれにて終了いたします。 

 これより採決いたします。 

本案については、原案のとおり可決すべきものと決することに御異議あり

ませんか。 

  〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○天内慎也委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第 172 号は、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

以上で、今期定例会において本委員会に付託されました議案の審査は終了

いたしました。 

 

（ 審 査 終 了 ） 

 


